
13 Management & Technology for Creative Kyoto 2018.4 14Management & Technology for Creative Kyoto 2018.4

技術センター事業から 技術センター事業から

技術センターの第3期中期事業計画を策定しました
　技術センターでは、「中小企業技術センター憲章」に基づいて事業を進める上で目指すべき方向性と、それを実現するための具
体的な取り組みを「中期事業計画」として定めています。このたび、平成30年度から3カ年を事業期間とする第3期中期事業計画を
策定しましたので、その概要をお知らせします。

けいはんな分室の産学公連携
～何かを生み出す出会いの場～
　けいはんな分室では、地元企業の皆さんの産学公連携を進めるため、京都大学宇治キャンパスの４つの研究所や、同志社大学京
田辺キャンパスと連携して産学交流会を開催しています。また、平成２８年度からは、新たな社会的課題解決や若手技術者・研究者
の出会いの場づくり、京都府等支援機関の支援メニューの紹介、分野の異なる方々との情報交換や意見交換の場を設ける技術交
流会を大学や支援機関等と連携して開催しています。
　今回は、参加者の満足度が9割を超えるなど好評をいただいた平成29年度事業の概要を紹介します。今年度も、話題のテーマや
今後の注目分野など、幅広く参加いただける交流会を開催しますので、ぜひご参加ください。

技術センター憲章（平成24年3月 策定）
●基本理念
　私たちは、京都府産業を支える中小企業の技術力向上を支援し、企業活動と地域経済の発展に貢献します。
●基本方針
　1.府内中小企業の皆様の期待に応えられる技術的な価値とサービスの提供をめざします。
　2.府内中小企業の皆様から必要とされ、気軽にご利用いただけるセンターをめざします。
　3.産業支援機関や大学など多くのパートナーと連携・協働し、府内中小企業を幅広く応援します。
　4.サービスの質と量の向上を図り、府内中小企業のイノベーション（技術革新）と持続的発展に貢献することをめざします。

第3期中期事業計画の重点と取組(事業期間：平成30～32年度)

私たちは、「頼られるセンター」であるために、当センターの資源とこれまでの取組成果を活かして、
中小企業の技術力向上を支援する力を継続的に向上させます。

１ 重点目標

２ 重点取組「三つの重点と六つの取組」

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  FAX：075-315-9497  E-mail：kikaku@kptc.jp

企業支援の充実

情報発信の強化

新たな分野への
挑戦と
新産業対応

三つの重点 六つの取組

情報発信指針の策定と運用
　各媒体や事業の目的、対象等を明確にした情報発信に係
る指針を定め、各種広報媒体や事業等を体系的、効果的に
展開します。

支援領域のシームレス化と異分野融合
　課や担当の枠を越えた企業支援体制(プロジェクトチー
ム)を設定し、複数の技術分野にまたがる企業課題や新規開
発に対応する事業や研究を促進します。

重点技術課題の設定と研究活動の促進・充実
　産業動向や企業ニーズ、当センターの得意分野等を踏ま
えて、重点技術課題を設定するとともに、研究活動促進のた
めの環境・仕組みを整備します。

内部連携強化と事務改善による業務の効率化
　職員からの提案を元に事務改善課題に取り組み、継続的
に内部連携強化と事務改善、業務効率化を図っていく仕組
みを確立し、運用します。

職員教育プログラムの充実と運用
　現状のマニュアルや研修機会等を職員教育プログラムと
して体系的に整理し、内容の充実や活用の促進を図る仕組
みを創設し継続運用します。

外部との連携の仕組み、制度の強化
　外部連携に関する制度や事業について、使い方や効果等
を検証し、事業の改善や新規事業の検討を行う仕組みを確
立し継続運用します。

　企業からの様々な技術相談に
対応し、組織的に支援できるよ
う、当センター内外の連携強化
と業務改善を図ります。

　企業の新規分野への挑戦を支
援できるよう、研究開発機能を強
化します。

　支援を必要とする企業への情
報発信を進めるとともに、当セ
ンターの周知を図ります。

⑥情報発信の強化

①連携機能の強化

②技術継承・
　資質向上

③事務改善と
　効率化

④研究開発の充実

⑤新産業創造・
　新技術開発支援
　の強化

同志社大学・けいはんな産学交流会
　同志社大学京田辺キャンパスと地元企業、（公財）京都産業２１など関係団体等と連携して、平成29年10月6日に「新機能性材料」をテーマに
産学交流会を開催しました。
　今回は、2社の企業と大学からの研究シーズの紹介後、機能分子・生
命化学科の研究内容や発表企業によるポスターセッションが行われま
した。大学、企業、支援機関など様々な分野から、75名もの多くの方に
参加いただきました。府内の企業が取り組まれている新機能性材料を
使った製品や大学の研究シーズのマッチングの可能性について活発に
意見交換や交流が行われ、地域における産学交流がより推進されるこ
とが期待されます。

京都大学宇治キャンパス産学交流会
　（公財）京都産業21や京都大学宇治キャンパス産学交流企業連絡会と共催で、エネルギー理工学研究
所と平成29年6月28日に、生存圏研究所と9月22日、防災研究所と11月28日、化学研究所と平成30年2
月28日に、それぞれ交流会を開催しました。研究シーズの紹介、産学連携事例の発表、また連絡会会員企
業の紹介、各研究所の施設見学と盛りだくさんの内容となりました。

ポスターセッション

今年度の交流会の開催については、ホームページやメールマガジン等でお知らせします。

　京都大学との産学交流会では、中小企業にとっては敷居が高いと感じられること
も多くありましたが、回を重ねるごとに大学だけでなく、異業種の方との交流も深
まりました。会員企業とのコラボレーションによる事業の展開も出てきており、異分
野交流の出会いの場として定着しつつあり、産学公のいいつながりのきっかけの
場になっています。ぜひ一度、ご参加ください。新しい出会いやアイデアが生まれ
るかもしれません。

エネルギー理工学研究所との交流会

生存圏研究所との交流会

京都大学高等研究員　亀井准教授

講演

けいはんな技術交流会Ⅰ・Ⅱ
　最先端の技術動向や研究シーズと企業のニーズを様々な立場の方とともに共有するプラットフォームとして、技術交流会をけいはんな地域
で開催しています。京阪神次世代グローバル研究リーダー育成コンソーシアム（K-CONNEX）の全面的
な御協力により、また、奈良先端科学技術大学院大学などと連携し、新たな出会いの場や
異分野の情報交換の場づくりを行っています。
　平成30年3月2日には、京都大学 高等研究院 物質－細胞統合システム拠点（iCeMS）
の特定拠点准教授 亀井 謙一郎 氏をお招きし、若手技術者・研究者交流会を開催しま
した。

※「京都大学宇治キャンパス産学交流企業連絡会」では、平成30年度会員を募集中です。
　詳しくは、ホームページをご覧ください。https://www.kptc.jp/sangakukou/kyodai-uji/

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター けいはんな分室　TEL：0774-95-5050  FAX：0774-66-7546  E-mail：keihanna@kptc.jp

けいはんな若手技術者・研究者交流会

京都大学宇治キャンパス産学交流企業連絡会代表幹事
三和研磨工業株式会社 代表取締役社長　竹ノ内 壮太郎


